
アドミッションポリシー（入学者受け入れの方針）

どのような人の入学を受け入れるか。

１）学校のルールや規則を理解し、向上心を持って学校生活を送れる人。

２）美容して欠かすことのできない公衆衛生の維持・増進に努める人。

３）社会人としての秩序を守り、コミュニケーション能力を有している人。

カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施の方針）

ディプロマポリシー（卒業認定の方針）

どのような力を身につけた人に卒業を認定するか定めたもの。学生の学修成果の目標となるもの。

１）美容師国家資格を取得できる技術、知識を身につけていること。

２）公衆衛生に携わる者として必要となる専門知識や技術を十分身につけていること。

３）器具、刃物等を安全に使用するために必要な知識を身につけていること。

３）美容師に課せられた公衆衛生の維持・増進の役割を担うため、衛生管理技術、感

染症、消毒法などの専門知識を習得させる。

九州CTB理容美容専門学校　【美容科】　３つのポリシー

どのような教育課程（カリキュラム）を編成し、どのような教育を実施して、学修成果をどのように

して評価するかを定めたもの。

１）美容師に必要な人体の構造や機能を理解させ、主に関わりの深い頭頸部、毛髪な

どの部位の専門知識を深く理解させるため、保健の中でも主に人体、皮膚の科目に重

きを置いたカリキュラムを設定している。

２）美容技術に欠かせない化粧料や整髪料などの成分や使用目的を理解し、安全に施

術を行える技術を身につけさせるため、香粧品の科目を設定している。


